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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

※平成22年３月期第２四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため、平成23年３月期第１四半期対前年同四半期増減率は記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 235 70.8 △70 ― △141 ― △157 ―
23年3月期第1四半期 137 ― △144 ― △107 ― △96 ―

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 △42百万円 （―％） 23年3月期第1四半期 △104百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 △16.21 ―
23年3月期第1四半期 △10.50 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 3,066 75 2.5
23年3月期 3,234 220 6.8
（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  75百万円 23年3月期  220百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ―
24年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 729 210.6 35 ― 2 ― 1 ― 0.13
通期 980 136.9 9 ― 90 ― 88 ― 9.05



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。なお、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー報告書の結論につきましては、不表明になる見込
みであります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料Ｐ２「経営成績に関する分析」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 9,714,000 株 23年3月期 9,714,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期1Q ― 株 23年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 9,714,000 株 23年3月期1Q 9,174,267 株
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当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災により大きな打撃を被り、社会的イン

フラが大きな影響を受け、日本経済の先行きは不透明な状況となっております。 

このような経営環境のもと、当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、前年同期に比べ販

売用不動産の売却により、売上高は増加し235百万円（70.8％増）となりましたが、営業損失は70百万円

（前年同四半期連結累計期間 営業損失144百万円）、持分法による投資損失58百万円を営業外収益に計

上し経常損失は141百万円（前年同四半期連結累計期間 経常損失107百万円）、四半期純損失は157百万

円（前年同四半期連結累計期間 四半期純損失96百万円）となりました。 

  

セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

①投融資事業 

企業金融事業に係る営業貸付金残高は、期中17百万円増加し1,317百万円となり、消費者金融事業に係

る営業貸付金残高は、期中90百万円減少し458百万円となりました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は16百万円（前年同四半期連結累計期間 売上高72百万

円）、営業損失は16百万円(前年同四半期連結累計期間 営業損失128百万円)、となりました。 

②不動産事業 

不動産サブリース事業売上が47百万円、不動産販売収入が171百万円となりました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は219百万円（前年同四半期連結累計期間 売上高64百

万円）、営業利益は18百万円(前年同四半期連結累計期間 営業利益7百万円)、となりました。 

   ③地域活性化事業 

当社グループは北海道元気計画事業の収益強化及び、北海道元気計画事業に係るプロジェクト案件の収

益強化に向けた体制を強化しております。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高はございませんが、営業損失は0百万円（前年同四半期

連結累計期間 売上高1百万円、営業損失15百万円）となりました。 

  

流動資産は、前連結会計年度末に比べて5.5％減少し、1,921百万円となりました。これは、販売用不動

産が170百万円減少し、現金及び預金が169百万円増加したことなどによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて4.7％減少し、1,126百万円となりました。これは、関連会社株

式が48百万円減少したことなどによります。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて5.2％減少し、3,066百万円となりました。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて13.9％増加し、699百万円となりました。これは、仮受金が182

百万円増加したことなどによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて4.5％減少し、2,291百万円となりました。これは、利息返還損

失引当金が96百万円減少したことなどによります。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて0.8％減少し、2,990百万円となりました。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて65.5％減少し、75百万円となりました。これは、利益剰余金

が157百万円減少したことなどによります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報

①資産、負債、純資産の状況に関する分析
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平成２４年３月期の業績予想につきましては、平成２３年５月１６日に公表いたしました業績予想に変

更はございません。  

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  

②固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却又は除去等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按

分する方法によっております。なお、定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定する方法によっております。  

  

該当事項はありません。 

  

  

当第１四半期連結会計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日) 

当社グループは、当第1四半期連結会計期間においても、前連結会計年度に引き続き、重要な営業損

失70百万円、経常損失141百万円及び四半期純損失157百万円を計上しております。 

   これにより、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。 

四半期連結財務諸表提出会社である、当社は当該状況を解消すべく、「戸建分譲販売」「不動産仲

介業」「不動産協業」「プレミアム不動産販売」の四つの柱として不動産事業の多角化をすすめて、収

益力のアップを図っております。また、過去、主力事業でありました消費者金融事業の縮小により、消

費者金融事業に係る一般管理費の圧縮と恒常的な費用の削減、手数料及び保守料に渡り見直しを実践い

たします。 

しかし、これらの対応策を実行している途上であり、現時点では、継続企業の前提に関する重要な不

確実性が認められます。 

なお、連結財務諸表は、継続企業を前提に作成されており、継続企業の前提に関する重要な不確実性

の影響を連結財務諸表には反映しておりません。 

  

  

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表等

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 67,175 236,293

営業貸付金 1,848,723 1,776,182

営業投資有価証券 67,748 67,748

販売用不動産 698,433 527,884

前払費用 9,037 9,044

未収収益 28,611 26,409

その他 73,756 25,063

貸倒引当金 △760,931 △746,877

流動資産合計 2,032,554 1,921,748

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 － 16,898

減価償却累計額 － △916

建物及び構築物（純額） － 15,981

車両運搬具 2,240 44

減価償却累計額 △2,195 △5

車両運搬具（純額） 44 39

器具及び備品 93,652 10,827

減価償却累計額 △82,825 △3,619

器具及び備品（純額） 10,827 7,207

建設仮勘定 16,898 －

有形固定資産合計 27,769 23,228

無形固定資産

その他 14,305 13,990

無形固定資産合計 14,305 13,990

投資その他の資産

投資有価証券 508,446 507,040

関係会社株式 502,563 454,542

破産更生債権等 4,131 3,277

差入保証金 126,883 125,757

その他 1,933 1,879

貸倒引当金 △4,131 △3,277

投資その他の資産合計 1,139,827 1,089,220

固定資産合計 1,181,902 1,126,439

繰延資産

開業費 19,869 18,627

繰延資産合計 19,869 18,627

資産合計 3,234,326 3,066,815
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

短期借入金 396,634 331,877

1年内返済予定の長期借入金 10,000 2,500

未払金 65,164 19,054

未払費用 122,229 128,339

未払法人税等 4,809 2,096

前受金 10,664 14,179

仮受金 － 183,297

その他 4,530 17,996

流動負債合計 614,032 699,341

固定負債

社債 893,180 890,570

利息返還損失引当金 1,310,476 1,214,097

退職給付引当金 17,014 6,251

長期預り敷金 113,780 115,100

繰延税金負債 65,496 65,496

固定負債合計 2,399,947 2,291,515

負債合計 3,013,980 2,990,857

純資産の部

株主資本

資本金 1,867,860 1,867,860

資本剰余金 1,408,930 1,408,930

利益剰余金 △3,135,064 △3,292,554

株主資本合計 141,725 △15,763

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 78,220 88,816

為替換算調整勘定 399 2,905

その他の包括利益累計額合計 78,620 91,721

純資産合計 220,346 75,958

負債純資産合計 3,234,326 3,066,815
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

 第１四半期連結累計期間

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

売上高 137,906 235,478

売上原価 47,082 208,464

売上総利益 90,823 27,014

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 6,267 212

貸倒引当金繰入額 110,277 3,316

貸倒損失 1,125 －

役員報酬 9,990 5,750

従業員給料及び賞与 19,475 14,000

退職給付費用 375 2,810

福利厚生費 4,197 3,427

減価償却費 4,491 1,858

賃借料 378 2,565

支払手数料 15,005 25,370

通信費 2,166 1,179

租税公課 3,733 8,816

利息返還損失引当金繰入額 21,987 17,924

のれん償却額 7,991 －

その他 28,157 9,975

販売費及び一般管理費合計 235,620 97,209

営業損失（△） △144,796 △70,195

営業外収益

有価証券利息 8,750 －

受取配当金 2,269 46

持分法による投資利益 27,780 －

雑収入 － 1,575

その他 1,214 5

営業外収益合計 40,014 1,626

営業外費用

投資事業組合運用損 396 －

持分法による投資損失 － 58,022

支払利息 1,372 11,105

為替差損 － 1,776

開業費償却 1,241 1,241

雑損失 － 566

その他 185 －

営業外費用合計 3,196 72,712

経常損失（△） △107,978 △141,281
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

特別利益

投資有価証券売却益 16,014 －

特別利益合計 16,014 －

特別損失

固定資産除却損 － 4,493

販売用不動産評価損 － 11,262

特別損失合計 － 15,756

税金等調整前四半期純損失（△） △91,963 △157,037

法人税、住民税及び事業税 511 452

法人税等調整額 3,799 －

法人税等合計 4,310 452

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △96,274 △157,489

四半期純損失（△） △96,274 △157,489
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四半期連結包括利益計算書

 第１四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △96,274 △157,489

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5,061 88,816

繰延ヘッジ損益 △33 －

為替換算調整勘定 △1,166 2,905

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,975 23,289

その他の包括利益合計 △8,237 115,011

四半期包括利益 △104,512 △42,478

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △104,512 △42,478
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当第１四半期連結会計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日) 

当社グループは、当第1四半期連結会計期間においても、前連結会計年度に引き続き、重要な営業損

失70百万円、経常損失141百万円及び四半期純損失157百万円を計上しております。 

   これにより、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。 

四半期連結財務諸表提出会社である、当社は当該状況を解消すべく、「戸建分譲販売」「不動産仲

介業」「不動産協業」「プレミアム不動産販売」の四つの柱として不動産事業の多角化をすすめて、収

益力のアップを図っております。また、過去、主力事業でありました消費者金融事業の縮小により、消

費者金融事業に係る一般管理費の圧縮と恒常的な費用の削減、手数料及び保守料に渡り見直しを実践い

たします。 

しかし、これらの対応策を実行している途上であり、現時点では、継続企業の前提に関する重要な不

確実性が認められます。 

なお、四半期連結財務諸表は、継続企業を前提に作成されており、継続企業の前提に関する重要な不

確実性の影響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。 

  

該当事項はありません。  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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